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端
　
文
昭 

議
員

施
政
方
針
に
つ
い
て

市
長
の
基
本
認
識
は

問　
市
長
は
就
任
以
降
、
何
を

考
え
、
ど
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
き
た
の
か
。

市
長　
市
民
の
安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
を
第
一
に
考
え
、
市

政
運
営
に
努
め
て
き
た
。
特
に

地
震
・
津
波
対
策
や
地
域
経
済

の
活
性
化
、
都
市
基
盤
の
整
備

な
ど
の
実
現
に
向
け
て
、
施
策

の
推
進
を
指
示
し
て
き
た
。

問　
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る

危
機
管
理
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長　
先
見
力
を
持
ち
、
危
機

に
対
応
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
必
要
で
あ
る
。
私
自
身
の

努
力
に
加
え
、
日
頃
の
職
員
育

成
や
組
織
の
強
化
を
含
め
て
、

リ
ス
ク
管
理
し
て
い
く
体
制
を

作
る
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
に
求
め

ら
れ
る
資
質
だ
と
思
う
。

平
成
24
年
度
予
算
と

今
後
の
財
政
運
営

問　
一
般
会
計
予
算
の
８
８
４

億
円
は
過
去
最
大
と
な
る
一
方
、

市
税
の
４
１
３
億
円
は
平
成
19

年
度
の
税
源
移
譲
以
降
で
最
も

少
な
い
。
予
算
編
成
で
最
も
苦

労
し
た
こ
と
は
何
か
。

市
長　
大
型
事
業
が
進
捗
し
歳

出
が
膨
ら
む
一
方
、
税
収
が
落

ち
込
み
大
変
厳
し
い
予
算
編
成

と
な
っ
た
。
限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
活
用
す
る
た
め
に
事
業
の

見
直
し
や
先
送
り
を
判
断
す
る

こ
と
は
厳
し
か
っ
た
が
、
そ
の

中
で
も
「
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
に
か
か
る
施
策
」
な
ど
就
任

時
に
挙
げ
て
い
た
課
題
へ
の
取

り
組
み
に
心
を
配
っ
た
。
必
要

な
事
業
を
力
強
く
推
進
す
る
。

問　
新
聞
報
道
で
「
市
債
多
額

で
財
政
暗
雲
」
と
あ
っ
た
が
、

市
長
の
認
識
を
伺
い
た
い
。

市
長　
「
財
政
状
況
の
見
直
し

試
算
」を
２
月
に
公
表
し
た
が
、

市
債
発
行
額
は
将
来
世
代
に
過

度
な
負
担
を
も
た
ら
す
も
の
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
毎
年
の
投
資
的
経
費
を
50

億
円
と
設
定
し
て
い
る
が
、
当

面
す
る
６
つ
の
大
型
課
題
で
あ

る
「
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
推
進

事
業
」「
相
模
小
学
校
移
転
整

備
事
業
」「
次
期
環
境
事
業
セ

ン
タ
ー
周
辺
地
域
整
備
事
業
」

「
見
附
台
周
辺
地
区
整
備
事
業
」

「
駅
（
西
口
）
周
辺
魅
力
ア
ッ

プ
事
業
」「
大
浜
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
」
の
事
業
費
は
試

算
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

市
長　
駅
（
西
口
）
周
辺
魅
力

ア
ッ
プ
事
業
で
は
跨
線
橋
南
北

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
費
を
計

上
し
て
お
り
、
中
地
の
活
用
は

今
後
検
討
す
る
。
見
附
台
周
辺

地
区
整
備
事
業
は
事
業
費
を
示

せ
る
段
階
で
は
な
い
。
こ
れ
ら

の
課
題
に
は
、
次
世
代
に
与
え

る
財
政
負
担
な
ど
を
総
合
的
に

判
断
し
、
健
全
財
政
を
維
持
で

き
る
よ
う
計
画
的
に
取
り
組
む
。

問　
財
政
の
硬
直
化
が
年
ご
と

に
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
そ
う
認
識
し
て
い
る
。

市
債
や
基
金
を
活
用
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う

事
業
を
選
ん
で
予
算
を
編
成
し

た
。
ネ※

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど

の
財
源
確
保
に
も
取
り
組
む
。

問　
施
政
方
針
に
「
職
員
諸
手

当
の
削
減
に
取
り
組
む
」
と
あ

る
が
、
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

市
長　
平
成
24
年
度
か
ら
住
居

手
当
の
引
き
下
げ
と
管
理
職
手

当
の
削
減
を
行
う
。
地
域
手
当

の
見
直
し
に
つ
い
て
も
職
員
団

体
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

新
庁
舎
建
設

の
進
捗
状
況

問　
建
設
予
定
地
の
地
中
か
ら

障
害
物
が
発
見
さ
れ
工
事
が
中

断
し
て
い
る
が
、
事
前
の
地
盤

調
査
は
十
分
行
っ
た
の
か
。
ま

た
追
加
工
事
費
８
億
８
３
０
０

万
円
と
第
１
期
工
事
の
工
期
延

長
の
理
由
を
問
う
。

市
長　
事
前
に
土
壌
汚
染
調
査

を
実
施
し
た
が
、
結
果
と
し
て

障
害
物
の
存
在
を
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
発
見
後
は
最
適
な
工

法
や
最
小
限
の
工
期
延
長
を
検

討
し
て
き
た
。
工
事
費
は
特
別

な
掘
削
機
械
を
使
用
す
る
た
め
、

工
期
は
土
壌
汚
染
と
地
中
障
害

物
対
策
を
同
時
に
進
め
る
必
要

坂
間
　
正
昭 

議
員

平
成
24
年
度

当
初
予
算
か
ら

問　
自
主
財
源
の
確
保
と
、
取

り
崩
し
た
基
金
の
積
み
立
て
や

補
填
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
方

策
と
計
画
を
伺
う
。

市
長　
自
主
財
源
の
大
き
さ
は

行
政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性

を
確
保
す
る
た
め
の
尺
度
の
一

つ
で
あ
る
た
め
、
で
き
る
限
り

確
保
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
現
状
の
社
会
経

済
状
況
か
ら
市
税
の
増
加
が
な

か
な
か
見
込
め
な
い
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
引
き
続
き
市
税

等
収
納
率
の
向
上
や
受
益
者
負

担
の
適
正
化
な
ど
を
進
め
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い

く
。
年
度
末
に
財
源
の
余
剰
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
う
と

と
も
に
、
事
業
実
施
に
当
た
り

必
要
に
応
じ
て
臨
時
財
政
対
策

債
を
活
用
し
て
い
く
。

問　

歳
入
の
確
保
策
と
し
て

ネ※

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
や

未
利
用
の
土
地
等
の
売
却
を
進

め
て
い
る
が
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
の
よ
う
に
予
算
を
か
け
ず

に
歳
入
が
増
え
る
よ
う
な
新
た

な
収
入
確
保
の
た
め
の
施
策
を

各
課
が
知
恵
を
絞
っ
て
検
討
で

き
な
い
の
か
伺
う
。

市
長　
今
後
ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー

ナ
や
湘
南
ひ
ら
つ
か
ビ
ー
チ

パ
ー
ク
等
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
の
募
集
を
し
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
有
料
広
告
の
募
集
や
本

市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
等
の

利
用
・
売
却
促
進
な
ど
の
中
で
、

自
主
財
源
を
生
み
出
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

職
員
全
員
に
こ
の
財
政
状
況
の

中
で
お
金
を
生
み
出
す
と
い
う

視
点
を
し
っ
か
り
持
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
大
事
業
に
つ
い
て

問　
新
庁
舎
建
設
事
業
、
次
期

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

清

風

ク

ラ

ブ

※ネーミングライツ　新たな自主財源の確保策として、市が所有する施設に企業名や商品名を付ける権利（命名権）を譲渡し、資金を得ること。
※ＰＰＳ（Power Producer and Supplier：特定規模電気事業者）東京電力などの一般電気事業者以外で、大口需要家に対し電力供給を行う事業者。「新電力」とも呼ぶ。

鈴
木
　
晴
男 

議
員

平
成
24
年
度

当
初
予
算
か
ら

問　
平
成
28
年
度
ま
で
の
財
政

状
況
の
見
通
し
試
算
が
示
さ
れ

て
い
る
。
市
民
の
不
安
を
払
拭

す
る
た
め
に
も
10
年
先
の
財
政

見
通
し
も
示
す
べ
き
と
思
う
が

見
解
を
伺
う
。

市
長　
５
年
間
の
財
政
推
計
等

を
行
っ
た
が
、
10
年
の
推
計
も

必
要
だ
と
思
う
。
三
大
事
業
に

関
す
る
返
済
な
ど
も
盛
り
込
ん

で
、
10
年
先
の
財
政
を
見
つ
め

た
計
画
を
立
て
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
「
仕
事
の
点
検
作
業
」
で

は
専
門
的
な
機
関
と
連
携
を
取

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
連

携
の
目
的
と
効
果
お
よ
び
対
象

事
業
を
ど
の
よ
う
に
選
択
す
る

の
か
。
ま
た
評
価
に
対
す
る
実

施
率
と
、
効
果
の
反
映
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
伺
う
。

市
長　
専
門
的
な
機
関
（
構
想

日
本
）
と
の
連
携
に
よ
る
目
的

と
効
果
に
つ
い
て
は
、
連
携
に

よ
っ
て
広
い
知
識
や
経
験
を
有

す
る
者
が
評
価
す
る
こ
と
で
、

よ
り
深
く
議
論
が
な
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
、
事
業
の
本
来
あ

る
べ
き
姿
へ
の
見
直
し
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
対

象
事
業
の
選
択
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
外
部
の
視
点
も
加
え
て

事
業
を
選
択
し
て
い
く
。
ま
た

評
価
の
結
果
は
庁
内
で
検
証
を

行
い
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
積

極
的
に
事
業
に
反
映
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

防
災・減
災
に
つ
い
て

問　
防
災
訓
練
に
静
岡
県
が
開

発
し
た
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
・
運

営
・
ゲ
ー
ム
）
を
用
い
て
、
避

難
所
運
営
の
模
擬
体
験
を
し
て

は
ど
う
か
。

市
長　
現
在
、
本
市
が
主
催
す

る
訓
練
等
で
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
活
用
し

た
事
例
は
な
い
が
、
こ
の
図
上

訓
練
を
通
じ
て
災
害
の
状
況
や

応
急
対
策
活
動
の
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
描
き
、
避
難
所
運
営

の
原
則
や
避
難
所
の
機
能
・
運

営
を
理
解
し
、
事
前
対
策
の
必

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
、
市
民
病
院
整
備
事
業
の
工

期
が
遅
れ
て
い
る
が
、
現
時
点

で
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

総
務
部
長　
新
庁
舎
建
設
事
業

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
９
月
定

例
会
で
工
事
請
負
契
約
の
締
結

が
承
認
さ
れ
10
月
11
日
か
ら
工

事
に
着
手
し
た
が
、
地
中
障
害

物
の
存
在
が
判
明
し
当
初
予
定

し
て
い
た
工
事
が
で
き
な
く

な
っ
た
。
こ
の
た
め
12
月
14
日

か
ら
作
業
を
中
断
し
、
土
壌
汚

染
を
拡
散
さ
せ
ず
に
地
中
障
害

物
を
撤
去
す
る
た
め
の
最
適
な

工
法
の
検
討
を
行
い
、
現
在
は

工
事
再
開
に
必
要
な
工
事
請
負

変
更
契
約
の
準
備
を
し
て
い

る
。
次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
に
よ
り
汚
染
さ
れ

た
土
壌
の
除
去
工
事
を
実
施
し

た
こ
と
に
伴
い
、
当
初
計
画
し

て
い
た
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

か
ら
約
半
年
の
遅
れ
が
生
じ
て

い
る
。
現
在
は
建
屋
地
下
の
躯

体
工
事
と
煙
突
の
基
礎
工
事
を

進
め
て
い
る
。
市
民
病
院
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
実
施
設
計
の

作
業
中
で
、
３
月
末
に
設
計
図

書
の
一
部
が
提
出
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。行
政
手
続
き
と
し
て
、

３
月
中
旬
に
高
さ
制
限
の
適
用

除
外
に
つ
い
て
建
築
審
査
会
に

再
度
諮
る
予
定
で
あ
り
、
国
土

交
通
大
臣
の
認
定
を
取
得
す
る

た
め
の
相
談
や
北
棟
の
構
造
再

計
算
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

オ
イ
ル
タ
ン
ク
棟
の
移
設
工
事

を
進
め
、
リ
ー
ス
物
件
で
あ
る

仮
設
救
急
棟
・
保
育
所
棟
を
発

注
し
た
。

問　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い

て
、
汚
染
土
壌
の
除
去
に
か
か

り
工
法
を
変
更
す
る
こ
と
に
対

し
て
国
の
負
担
が
な
い
理
由

と
、
地
中
障
害
物
の
除
去
工
事

に
お
け
る
国
の
負
担
割
合
の
合

意
経
過
を
伺
う
。

総
務
部
長　
汚
染
土
壌
の
除
去

に
つ
い
て
は
、
東
京
国
税
局
に

土
地
を
貸
し
付
け
る
関
係
が
あ

り
、
建
物
を
建
て
ら
れ
る
敷
地

に
す
る
ま
で
は
地
主
で
あ
る
本

市
の
責
任
な
の
で
国
は
工
事
費

を
負
担
し
な
い
。
地
中
障
害
物

の
除
去
工
事
の
負
担
割
合
に
つ

い
て
は
、
１
月
に
受
注
者
か
ら

工
法
の
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
を

受
け
、
国
土
交
通
省
の
関
東
地

方
整
備
局
と
協
議
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
中
で
、
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
敷
地
内
に
土
壌
汚

染
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
地

中
障
害
物
が
あ
る
こ
と
で
建
築

工
事
の
工
法
が
変
更
さ
れ
る
部

分
を
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
、
２
月
24
日
に
行
わ
れ
た

平
塚
市
庁
舎
・
平
塚
税
務
署
建

設
事
業
連
絡
協
議
会
に
お
い
て

国
と
も
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

げ
に
な
れ
ば
約
８
２
０
０
万
円

の
負
担
増
と
推
計
し
て
い
る
。

問　
本
市
で
は
競
輪
場
、
本
庁

舎
、
小
・
中
学
校
な
ど
で
Ｐ※

Ｐ

Ｓ
か
ら
電
力
を
購
入
し
て
い
る

が
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
導
入
の
現
状
、
効

果
、今
後
の
進
め
方
を
尋
ね
る
。

企
画
部
長　
58
施
設
が
東
京
電

力
か
ら
、
47
施
設
が
Ｐ
Ｐ
Ｓ
か

ら
電
力
を
購
入
し
て
い
る
。
全

体
の
約
28
％
が
Ｐ
Ｐ
Ｓ
か
ら
の

購
入
で
、
導
入
施
設
で
は
12
～

20
％
の
経
費
が
削
減
さ
れ
た
。

平
成
24
年
度
は
総
合
公
園
な
ど

９
施
設
で
も
Ｐ
Ｐ
Ｓ
か
ら
購
入

す
る
予
定
で
あ
る
。

が
あ
る
た
め
増
加
し
た
。

Ｐ
Ｐ
Ｓ
電
力
購
入

問　
市
役
所
全
体
の
年
間
の
電

気
料
金
と
、
値
上
げ
さ
れ
た
場

合
の
負
担
増
は
い
く
ら
か
。

企
画
部
長　
本
市
の
高
圧
受
電

施
設
数
は
１
０
５
件
で
、
平
成

22
年
度
の
電
気
料
金
は
約
７
億

３
３
０
０
万
円
で
あ
る
。
値
上

３
月
定
例
会
で
は
、各
会
派
を
代
表
し
て
５
人
の
議
員
が
施

政
方
針
や
、一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
平
成
24
年
度

の
各
会
計
予
算
な
ど
を
中
心
に
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

※
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す

代
表
質
問

【
↖
３
面
へ
続
く
】

公

明

ひ

ら

つ

か


